
ア ジ ア 太 平 洋 の 人 を つ な ぎ 学 び を 育 て る

発行

特
集進

化
す
る

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
・・・・・・
2

カ
ン
ボ
ジ
ア
識
字
教
育
事
業

S
M
I
L
E 

Aｓ
ｉａ 

プ
ロ
ジ
ェク
ト
・・・・・・
7

中
国
・
韓
国
政
府

日
本
教
職
員
招
へい
プ
ロ
グ
ラ
ム
・・・・・・
8

第
1
回

全
国
高
校
教
育
模
擬
国
連
大
会
・・・・・・
9

法
人
維
持
会
員
訪
問
記
・・・・・・
10

コ
ラ
ム「
東
奔
西
走
」・・・・・・
11

活
動
メ
モ
・・・・・・
11

2017年10月号 

No.403



No. 403 2017. 103

大牟田市立中友小学校

本校は、少子高齢化という地域課題や大牟田市教育
委員会が推進しているESDの一環として福祉教育に
重点化を図っています。
その具体的な取組みとして5年生において、民生委
員活動を地域の一員として共に体験し、教育活動に生
かす「子ども民生委員活動」を8年前から続けていま
す。人と人とがつながりを持って生活している地域を
大切にすることができる思いやりのある子どもを育成
することをねらいに、「総合的な学習の時間」の中で学
習を進めています。主な活動としては、子ども民生委
員委嘱状交付式、独居高齢者宅訪問、認知症学習、徘
徊SOS模擬訓練、街頭募金活動、敬老会の準備と参加、
校区餅つき大会、学習発表会などです。今年度は、新
たに7月に「寄付の教室」を日本ファンドレイジング
協会の協力のもと開催し、寄付の模擬体験を行ったと
ころです。
このような取組みを通じて、他者との関係や地域と
のつながりが深まり共生社会の素地を養うとともに、
高齢者や地域への理解がさらに深まることを期待して
います。

兵庫県立北須磨高等学校

5月にユネスコスクール公式WEBサイトに「祈りづ
るプロジェクト

＊2

」への協力を依頼したところ、多数の
ユネスコスクールが参加してくれました。本校は6月
の文化祭で実施しましたが、在校生と来校者だけでな
く近隣の老人会の方々や特別支援学校の生徒さんも協
力してくれて、参加者から「微力ながらお役に立てて
嬉しいです」という言葉をいただきました。このイベ
ントで中心になって活動した生徒は、現在、官民協同
海外留学制度「トビタテ留学 JAPAN」に選ばれ、タ
ンザニアで平和のためのボランティアをしています。
また、6月には、同じくユネスコスクールである福
島県立安達高等学校を訪問して、両校の生徒で原発被
災地を巡検し、放射線測定も実施し意見交換しました。
7月にはスカイプ会議を実施し、「福島県産の農作物
を食べるかどうか」、「原発避難者へのいじめ問題」等、
復興について本音で議論しました。

文化学園長野中学・高等学校

本校には「異文化理解・ボランティア教育プロジェ
クト」として、10年以上毎年続けている活動がありま
す。それは、長野オリンピック記念長野マラソン招待
外国人選手との一校一国交流会をはじめ、長野マラソ
ン、長野車いすマラソン当日の選手アテンドや、大会
補助員として、ほぼ全校の生徒がボランティア活動を
していることです。車いすマラソンの力強さに圧倒さ
れ、その生き様に涙する生徒もいました。
昨年はエリトリア、今年はウガンダの選手を迎え交
流会をしました。その中で、弓道の素引きを披露した
際、ご自身の幼少期を思い出され、通学途中、手作り
の弓矢で遭遇した猛獣と戦った話をしてくださいまし
た。アフリカのサバンナに思いを馳せる貴重な経験に
なるとともに、弓を通して、日本とアフリカの文化・
生活の違いにも目を向ける機会となりました。

北海道礼文高等学校

礼文島では国内では珍しい周氷河地形が見られ、低
地でありながら絶滅危惧種に指定されている高山植物
が多く観察できます。学校教育の中で、自然を守りな
がら経済を発展させるという持続可能な開発のための
教育（ESD）の考えの下、ふるさとの価値を理解し、地
域の活性化に寄与する人材の育成に努めています。
活動の１つであるボランティアガイドでは、生徒が
授業で学んだ植物を説明しながらガイドを行うととも
に、事前学習としてボランティア活動の意義・目的を
学び、コースの下見を行ってガイドのプランニングも
行いました。また、礼文町高山植物培養センターの協
力を得て、絶滅危惧種であるレブンアツモリソウの培
養について実習を行っています。3年前に生徒が植え
継いだプロトコームが株まで成長しています。
年度当初は高山植物の名前もわからなかった生徒た
ちが、授業・実習を受けていく中で改めて自分の生ま
れ育った地域を知ろうとする姿勢を持つようになった
と感じます。
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未来へ
つなげ!

1
9
5
3
年
に
33
校
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業
は
、
現

在
、
世
界
1
8
0
以
上
の
国
・

地
域
で
1
万
校
以
上
に
ま
で
発
展
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
国
内
の
加
盟

校
数
は
1
0
3
7
校
で
、
世
界
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
（
2
0
1
7
年
8
月
時
点
）。

2
0
0
8
年
に
文
部
科
学

省
が
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を

E
S
D ＊
＊ 

の
推
進
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
た
こ
と
で
、
日
本
の
加
盟
校

が
急
激
に
増
加
し
、
世
界
で
存
在
感
を

増
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、
ユ

ネ
ス
コ
憲
章
に
示
さ
れ
た
ユ

ネ
ス
コ
の
理
想
を
実
現
す
る

た
め
、
平
和
や
国
際
的
な
連
携
を
実
践

す
る
学
校
の
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
が
認
定
す
る

も
の
で
す
。
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
に
沿
っ

た
継
続
的
な
取
組
み
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

校
種
や
運
営
母
体
を
問
わ
ず
門
戸
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

福祉・地域との連携 多文化共生／異文化理解・地域との連携

世界で日本で 認定は

生物多様性・地域との連携平和・環境

＊1 Education for Sustainable Development 持続可能な開発のための教育
＊2 祈りづるプロジェクト：アメリカ・ユタ州の博物館に「サダコ（原爆の子の像のモデルとなった佐々木禎子さん）の鶴」を寄贈する際に、350万羽の祈り鶴を合わせて寄贈するプロジェクト

ACCUは、ユネスコスクール事務局として、1,000校を超える国内のユネスコスクールの活動支援およびこれか
ら加盟を希望する学校に対する支援を行っています。一口に「ユネスコスクール」と言っても、その活動分野は
平和・環境・多文化共生／異文化理解など多岐にわたります。それでは、事務局に寄せられたいくつかのユネス
コスクールのユニークで熱意ある取組みをご紹介しましょう !　教室内にとどまらない、周囲を巻き込んだ “ユネ
スコスクールらしい ”活動ばかりです。

進化する
ユネスコスクール
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北海道教育大学釧路校

東北大学大学院
環境科学研究科

宮城教育大学

玉川大学教育学部

福岡教育大学

鳴門教育大学

広島市立大学
国際学部

福山市立大学
広島大学大学院
教育学研究科

岡山大学

奈良教育大学
大阪府立大学

京都外国語大学

東海大学教養学部

金沢大学

岐阜大学

静岡大学教育学部
愛知教育大学

中部大学

三重大学

︱
︱
市
瀬
先
生
はASPU

nivN
et

の
設

立
当
初
か
ら
携
わ
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
瀬	

2
0
0
7
年
に
本
学
で
開
催

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
当
時
20

校
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
の
加
盟
校
増
加
に
取
り
組

み
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

E
S
D
 を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
方

針
が
文
部
科
学
省
よ
り
明
示
さ
れ
ま
し

た
。そ

れ
に
対
し
て
本
学
は
、
高
等
教
育

機
関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
織
し
て
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
そ
の
活
動

を
支
援
す
れ
ば
非
常
に
良
い
貢
献
に
な

る
と
考
え
、
当
時
、
E
S
D
 や
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
活
動
に
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
8
大
学
の
賛
同
を
得

て
、A

SPU
nivN

et

の
設
立
を
提
案

し
、
2
0
0
8
年
12
月
に
正
式
に
発
足

し
ま
し
た
。

︱
︱
石
丸
先
生
は
確
か
2
0
1
4
年

頃ASPU
nivN

et

へ
の
加
盟
に
向
け
て

ご
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
丸	

本
学
が
加
盟
す
る
前
、
九

州
地
方
で
は
い
く
つ
か
の
大
学
が

A
SPU

nivN
et

に
加
盟
さ
れ
て
い
ま

ASPUniv Netの可能性全国に広がる
支援大学ネットワーク

（2017年9月現在）

＊ ASPUnivNet：ユネスコスクール支援大学間ネットワーク

張
っ
て
も
全
て
は
回
り
き
れ
ま
せ
ん
。

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
う
か
、
丁
寧
に

対
応
す
る
と
い
う
点
で
難
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

石
丸	

市
瀬
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と

お
り
で
、
現
場
目
線
を
標
榜
し
て
い
る

の
に
、
現
場
に
行
け
て
い
な
い
の
で
す
。

研
修
会
に
伺
う
機
会
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
各
々
が
個
性
を
持
っ
た
学

校
な
の
で
、
学
校
の
事
情
に
応
じ
た
支

援
を
ど
う
進
め
る
か
と
い
う
こ
と
が
一

番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
各
学
校
に
は
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
た
教
育
課
程
や
年
間
指
導
計

画
な
ど
し
っ
か
り
し
た
枠
組
み
が
あ
る

た
め
、
こ
の
枠
組
み
を
壊
す
こ
と
な
く

い
か
に
E
S
D
 を
深
化
・
拡
充
し
て
い

く
か
、
難
し
い
大
き
な
課
題
で
す
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
E
S
D
 は
相
反

す
る
も
の
で
は
な
く
、w

in-w
in

の
関

係
を
築
け
る
と
思
い
ま
す
。
E
S
D
 の

視
点
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
授
業

が
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に

な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
求

め
ら
れ
る
教
育
に
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

が
貢
献
で
き
る
わ
け
で
す
。

︱
︱
こ
れ
か
ら
のASPU

nivN
et

を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

石
丸	

各
大
学
の
特
色
あ
る
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
支
援
の
実
績
を
前
面
に
押
し

出
し
た
い
で
す
が
、
一
方
で
大
学
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
た
い
で
す
ね
。A
SPU
nivN

et

に
し

か
で
き
な
い
こ
と
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

市
瀬	

成
立
か
ら
10
年
近
く
な
り
ま
す

が
、A
SPU

nivN
et

は
、
数
で
も
質

で
も
発
展
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
単

な
る
加
盟
申
請
支
援
か
ら
各
種
の
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
私

た
ちA

SPU
nivN

et

大
学
自
身
が
、
例

え
ば
E
S
D
 の
研
究
や
大
学
内
で
の

E
S
D
 の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
大
学
内
に
お
け
る
E
S
D
 の
展
開

は
、A

SPU
nivN

et

設
立
の
目
的
と
し

て
は
明
確
に
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
部
分
で
す
。

︱
︱
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
丸	

今
の
学
校
は
、
学
力
向
上
、
体

力
向
上
…
…
な
ど
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
抱
え
て
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
重

み
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
学
校
も
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
ビ
ジ
ョ
ン
も
持
っ
て

い
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
と
共
有
す
る
、
持

続
可
能
性
に
向
か
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
矛
盾
す
る
こ
と
は
な
く
、

学
校
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
、
地
域

住
民
が
共
有
で
き
る
も
の
で
す
。「
自
信

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
！
」
こ
れ
が
私
の

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。

し
た
が
、
不
幸
な
こ
と
に
こ
れ
ら
の
大

学
が
脱
退
さ
れ
、
九
州
地
方
に
は
一
つ

も
加
盟
大
学
が
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
中
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
加
盟
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
た
大
牟
田
市
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、

ご
縁
の
あ
る
学
内
外
各
方
面
か
ら
要
請

が
あ
り
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
加

盟
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

︱
︱
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
、ASPU

niv 
N

et

と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

市
瀬	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
申
請

時
、
そ
し
て
加
盟
後
の
学
校
を
支
援
す

る
の
が
、
創
設
以
来
の
仕
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
盟
希
望
校
が
あ
れ
ば
、
実

際
の
活
動
内
容
を
検
討
し
て
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
特
に
、
う
ち
の
地

域
で
は
市
町
村
単
位
で
加
盟
申
請
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
市
町

村
の
話
を
聞
き
、
教
員
を
集
め
た
会

議
・
研
修
会
を
開
催
す
る
の
が
一
番
の

教
育
的
支
援
に
な
り
ま
す
。
東
北
地
方

の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
環
境
教
育
や

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
防
災
教
育
な
ど
が
地
域
の
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
活
動
・
E
S
D
 の
特
徴

に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
か
ら
は
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
地
域
大
会
で
あ
る
宮
城
県
大

会
・
東
北
大
会
を
開
催
し
、
学
校
だ
け

で
な
く
東
北
地
方
の
様
々
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

石
丸	

福
岡
教
育
大
学
で
も
、
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
申
請
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。
現
場
目
線
を
怠
る
こ
と
な
く
、

申
請
校
の
特
徴
や
状
況
を
細
か
く
把
握

し
、
各
学
校
に
あ
っ
た
活
動
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
本
学
に
は
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
支
援
・
E
S
D
 推
進
チ
ー
ム
が

あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
コ
メ
ン
ト
を
集
約

し
申
請
書
に
対
す
る
客
観
的
な
意
見
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
E
S
D
 を
実
践
さ
れ
て
い
る

学
校
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
校
内
研

修
会
や
研
究
発
表
会
な
ど
で
の
指
導
・

助
言
で
す
。
教
員
免
許
状
更
新
講
習
の

中
に
も
E
S
D
 の
科
目
を
開
設
す
る

な
ど
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
以
外
の
学

校
や
先
生
方
も
含
め
た
広
い
意
味
で
の

支
援
活
動
も
進
め
て
い
ま
す
。

︱
︱
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
支
援
す
る

上
で
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

市
瀬	

東
北
地
方
に
は
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
が
現
状
で
88
校
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
に
顔
を
出
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
や
は
り
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
動
の
推
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、
い
く
ら
頑

市
瀬 

智
紀 

氏

宮
城
教
育
大
学
教
授

石
丸 

哲
史 

氏

福
岡
教
育
大
学
教
授

市
瀬	
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は
、

1
9
5
3
年
か
ら
今
日
ま
で
続
く
世

界
的
な
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

ま
た
、
E
S
D
 は
、
持
続
可
能
で
な
く

な
っ
た
社
会
の
矛
盾
や
困
難
に
向
き
合

い
、
未
来
を
創
造
し
て
い
く
取
組
み
で

す
。
そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
は
、
終
わ
り
な
き
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
て
い
く
学
校
で
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
次
期
学
習
指
導
要
領
の
前

文
に
示
さ
れ
た
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ

り
方
を
、
E
S
D
 の
文
脈
に
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
す
べ
て
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
E
S
D
 が
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
学
習
指
導
要
領
が
追
い
か
け

て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
新
し
い
教
育

の
方
向
性
を
担
う
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

と
E
S
D 
の
取
組
み
に
、
今
後
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

ASPU
nivN

et

の
よ
う
に
、
高
等
教
育

機
関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
支
援
す
る
仕
組
み

は
、
世
界
的
に
見
て
も
日
本
に
し
か
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部

を
は
じ
め
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
A
C
C
U 
も
、ASPU

nivN
et

事

務
局
と
し
て
加
盟
大
学
の
活
動
を
支
え
、

よ
り
充
実
し
た
支
援
を
行
え
る
よ
う
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パートナー

A
エ
ー
エ
ス
ピ
ー
ユ
ニ
ブ
ネ
ッ
ト
＊

SPU
nivN

et

と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
活
動
を
支
援
す
る
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
高
等
教
育
機
関
な
ら
で

は
の
専
門
的
、学
際
的
な
知
見
を
活
か
し
、加
盟
申
請
中
か
ら
加
盟
後
ま
で
様
々
な
段

階
に
応
じ
た
実
践
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
向
け
の
研
修
会
の
実
施
な

ど
、
幅
広
く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
7
年
8
月
現
在
、
全
国
で
20
大
学
が

加
盟
し
て
い
ま
す
。
A
C
C
U
 は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
事
務
局
の
運
営
と
同
時
に

ASPU
nivN

et

事
務
局
も
運
営
し
て
お
り
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
とASPU

nivN
et

を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
回
、ASPU

nivN
et

加
盟
大
学
の
お
二
人
の
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
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当
事
者
意
識
を
高
め
て

取
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
と
の
会
合
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
や
方
向
性
に
つ

い
て
、共
通
理
解
を
深
め
ま
し
た
。さ
ら

に
、
各
関
係
者
か
ら
自
ら
の
役
割
を
明

言
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
言
質
を
引

き
出
し
、
当
事
者
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
実
施
団

体
で
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
女
性
開
発
機
関

（
C
W
D
A
 ）
と
の
協
議
で
、生
活
向
上
の

知
識
や
技
術
に
関
す
る
教
員
用
指
導
教

材
の
需
要
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
、
作

成
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
合

意
し
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
省
ノ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
局
か
ら
は
、
識
字

教
室
の
教
員
の
給
与
に
つ
い
て
の
財
政

支
援
、
教
員
へ
の
技
術
支
援
な
ど
、
新

た
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビュー
か
ら
見
え
る

現
実
と
今
後

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
村

で
は
、
村
長
、
教
員
、
学
習
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内

戦
の
歴
史
が
今
で
も
教
育
に
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。例
え
ば
、村
の
中
で
比
較
的
教
育
を

受
け
て
い
る
人
々
が
教
員
と
し
て
選
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
彼
女
た
ち
は
小
学
校

も
卒
業
し
て
い
ま
せ
ん
。
内
戦
で
公
的

な
教
育
が
受
け
ら
れ
な
い
環
境
に
あ
り
、

疎
開
し
た
先
々
で
隠
れ
て
勉
強
を
し
て

い
た
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
一
方

で
、
読
み
書
き
が
で
き
る
こ
と
で
彼
女

た
ち
の
生
活
の
質
の
向
上
や
、
家
庭
や

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
改
善
が
大
き
く

見
込
め
る
点
に
つ
い
て
も
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

昨
年
度
の
学
習
者
か
ら
は
、「
以
前
は

ペ
ン
を
持
つ
こ
と
で
さ
え
、
緊
張
し
て

手
が
震
え
て
い
た
が
、
今
で
は
自
信
を

持
っ
て
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
読
み
書
き
計
算
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
、
家
計
の
支
出
が
少
な

く
な
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
参
加
す
る
学

習
者
か
ら
は
、「
子
ど
も
の
学
習
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」「
物
を

売
り
に
い
っ
た
と
き
に
、
お
つ
り
を
だ

ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
り
た
い
」「
道
路

標
識
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
村
の

外
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」「
家
族
の
健
康
に
関
す
る
情

報
を
得
て
、
家
事
に
活
か
し
た
い
」
な

ど
の
希
望
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

A
C
C
U
 は
、
今
後
も
現
地
の
関
係

者
と
協
力
を
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
し
て
多
様
な
ス
キ
ル
（
識
字
力
、保
健
衛

生
に
関
す
る
知
識
・
技
能
、
生
活
向
上
に
関
す
る

技
術
）
を
取
得
し
た
女
性
が
「
自
分
ら
し

く
笑
顔
（
S
 M
I
L
E
 ）
で
」
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ブラジルから先生方を迎えて

識
字
を
通
じ
て
自
分
ら
し
く
笑
顔
で

2
0
1
7
年
6
月
︑
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
教
職
員
46
名
が
訪

日
し
︑
東
京
近
郊
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
を
中
心
に
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
︒
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
︑
ブ
ラ
ジ
ル
の

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

ほ
ぼ
毎
年
主
催
し
て
い
る
国
際
交
流
事

業
の
一
環
で
︑
2
0
1
2
年
の
開
始
以

来
︑
ア
ジ
ア
で
は
日
本
が
初
め
て
の
訪

問
先
と
な
り
ま
し
た
︒

教
育
協
力
部
　
若
山 

洋
子

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
は
2
0
0
7
年
よ
り
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト⁂

を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
今
年
度
は
︑
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
の
5
つ
の
村
で
︑
子
ど
も
の
ケ
ア
を
す
る
成
人
女
性
を
対
象
に
識
字
教
室
を
開
講
︒
6
月
に
現

地
を
訪
れ
︑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
や
各
関
係
者
の
役
割
︑
現
地
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
︒

教
育
協
力
部
　
四
方 

八
重
戸

本年度識字教室に参加する
妊婦さんと子ども

千葉県立下総高校にて生徒から風力発電研究の説明を受ける様子

プロジェクト実施に向けて、現地関係者
と一緒に力を合わせてがんばります！

カ
ン
ボ
ジ
ア
識
字
教
育
事
業

＊日本では1,037校（2017年8月現在）、ブラジルでは374校（ブラジルASPnet訪問団資料より）が加盟。＊	 Supporting Maternal and Child Health Improvement and Building Literate Environment（SMILE） 　母子保健教育をテーマとして識字環境の推進をめざすプロジェクト。凸版印刷株式
会社様、株式会社中ノ口製作所様、小石川ロータリークラブ様はじめ法人、個人の方のご寄附を受けて実施しています。

ユネスコスクールについてもっと知りたい方は……
「ユネスコスクール公式ウェブサイト」 
（http://www.unesco-school.mext.go.jp/） 
をぜひご覧ください。

加盟申請方法については、メニュー「加
盟申請を希望される方へ」にてご案内し
ています。
お電話でのお問い合わせはACCU内 
ユネスコスクール事務局（03-3269-4559）
へ。

　

6
月
12
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
は
、

文
部
科
学
省
を
表
敬
訪
問
し
、
日
本
の

教
育
制
度
全
般
と
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
る
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
全
3
日
間
の
行
程
で
、

就
学
前
教
育
か
ら
総
合
専
門
高
等
学
校

ま
で
、
校
種
も
多
岐
に
わ
た
る
5
校
を

訪
ね
ま
し
た
。
訪
問
す
る
先
々
で
、
地

球
の
反
対
側
か
ら
は
る
ば
る
や
っ
て
き

た
「
お
客
さ
ん
」
を
温
か
く
迎
え
入
れ

て
く
れ
る
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
、
様
々

な
企
画
を
ご
準
備
頂
い
た
先
生
方
の
熱

意
が
伝
わ
り
、
今
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
企
画
・
運
営
を
担
当
し
た

A
C
C
U
 職
員
一
同
、
幾
度
と
な
く
胸

が
熱
く
な
る
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
参
加
者
か
ら
は
、「
日
本

の
教
育
の
質
の
高
さ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
素
晴
ら

し
い
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
」「
日

本
の
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
中
で
学
ん
で
い
る
と
思
っ
て

い
た
が
、
非
常
に
愛
に
溢
れ
、
活
き
活

き
と
し
て
い
る
様
子
に
感
銘
を
受
け

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
も
、「（
給
食
の

配
膳
や
授
業
準
備
な
ど
）
児
童
生
徒
の
学
び

に
つ
な
が
る
活
動
が
随
所
に
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
た
」「
地
域
と
の
関
わ
り
が
非

常
に
活
発
か
つ
主
体
的
で
あ
っ
た
」
な

ど
、
現
場
の
先
生
方
な
ら
で
は
の
視
点

か
ら
、
様
々
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
加
盟
校
数
に
お
い
て
、
共
に
世

界
第
一
位
、
第
二
位
を
誇
り
ま
す＊

。
ま

た
、昨
年
か
ら
は
、ユ
ネ
ス
コ
本
部
主
導

の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
旗
艦
事
業
「
気

候
変
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
機
関
包
括
型

ア
プ
ロ
ー
チ
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

両
国
と
も
参
加
し
て
お
り
、
学
校
レ
ベ

ル
の
交
流
促
進
は
も
ち
ろ
ん
、
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ベ
ル
で
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
発
な
情
報
交
換
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
最
後
に
、
今
回
の
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
受
け
入
れ
に
ご
協
力
頂
い

た
学
校
の
児
童
生
徒
、
そ
し
て
先
生
方

に
と
っ
て
、
遥
か
海
の
向
こ
う
に
い
る

「
同
志
」
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、共
に
生

き
る
地
球
市
民
と
し
て
の
意
識
が
芽
生

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
大

変
嬉
し
い
で
す
。

DATA

訪問日程
6／12	 文部科学省、千葉
県立下総高等学校
6／13	 杉並区立西田小学
校、東京学芸大学附属国際中
等教育学校
6／14	 ふじ幼稚園、東京
賢治シュタイナー学校

交流

情報

事務局メンバー
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個
性
を
伸
ば
す
教
育

︱
中
国
の
学
校
現
場
に
て

今
回
は
中
国
教
育
部
や
安
徽
省
教
育

庁
の
ほ
か
、
各
地
で
６
つ
の
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。
学
校
訪
問
を
通
し
て
最

も
感
じ
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
個
性

を
伸
ば
す
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
中
国
の
学
校
で
は
、
私

た
ち
訪
問
団
に
子
ど
も
た
ち
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
ク
ラ
ス
や
学
年
全
員
で

行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
得
意
と
す
る

子
ど
も
が
児
童
生
徒
を
代
表
し
て
披
露

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
訪
問
し
た

学
校
に
は
、
必
ず
優
秀
な
児
童
生
徒
を

写
真
付
き
で
紹
介
す
る
掲
示
板
が
あ
り
、

学
習
面
で
秀
で
た
児
童
生
徒
が
称
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。

中
国
の
教
員
に
理
由
を
尋
ね
る
と
、

中
国
は
人
口
が
多
く
競
争
社
会
で
あ
り
、

各
々
の
得
意
分
野
を
伸
ば
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
こ
の
よ
う

な
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
確
か
に
そ
れ
ら
の
子
ど
も

の
顔
は
自
信
に
満
ち
、
そ
の
堂
々
た
る

姿
に
大
人
の
私
で
も
圧
倒
さ
れ
る
程
で

す
。
学
校
が
実
施
す
る
ク
ラ
ブ
活
動
に

加
入
す
る
際
は
、
選
考
が
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
競
争
社
会
で
生

き
る
中
国
の
子
ど
も
た
ち
の
一
端
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
国
政
府
日
本
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
物
交
流
部
　
有
薗 

佳
子

DATA

プログラム名：国際連合大学2016－2017
年国際教育交流事業　韓国政府日本教職員
招へいプログラム
実施期間：2017年7月11日（火）～17日（月）
参加人数：49名
訪問地：ソウル・中部の忠清北道（チュンチョ
ンプクト）と中東部の大邱（テグ）広域市・仁川
（インチョン）

7
月
12
日
、
日
本
教
職
員
は
、
ソ
ウ

ル
の
学
校
で
「
ね
ぶ
た
祭
り
」「
よ
さ

こ
い
」
な
ど
地
域
の
祭
り
や
、「
折
り

紙
」「
紙
相
撲
」
と
い
っ
た
日
本
の
文

化
や
遊
び
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
授
業
を
展
開

し
ま
し
た
。
1
か
月
前
か
ら
準
備
を
始

め
た
日
本
の
先
生
た
ち
で
す
が
、
教
室

に
入
る
と
き
は
、
緊
張
感
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
教
室
で
「
セ

ン
セ
イ
！
」
と
日
本
語
で
呼
ば
れ
た
瞬

間
に
空
気
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
担
当
し

た
教
員
は
、
心
が
あ
た
た
ま
る
瞬
間
と

通
じ
合
え
る
喜
び
が
何
度
も
あ
っ
た
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
と
き
に
は
、
準
備

し
た
韓
国
語
が
間
違
っ
て
い
る
と
、
笑

顔
で
直
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い

て
、
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
た
様
子
で
し
た
。

「
ま
ず
は
一
緒
に
」「
よ
さ
こ
い
は　

世
界
平
和
の
第
一
歩
」「
あ
っ
た
か
い
」

「
日
韓
の
国
境
を
越
え
る
架
け
橋
に
」

こ
れ
ら
は
、
授
業
を
担
当
し
た
日
本
教

職
員
た
ち
が
一
言
で
表
し
た
感
想
で
す
。

国
も
言
葉
も
、文
化
も
違
い
ま
す
が
、お

互
い
を
知
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
大
切

に
、
韓
国
で
の
「
セ
ン
セ
イ
」
と
し
て

の
経
験
を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
本
教
職
員
、韓
国
で

「
セ
ン
セ
イ
」に
挑
む
！

韓
国
政
府
日
本
教
職
員
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

人
物
交
流
部
　
河
口 

枝
里
子

善一女子中学校でよさこいの授業をする日
本教職員

生徒のピアノ独奏に聞き入る日
本教職員（安徽省の合肥特殊教
育センター）

DATA

プログラム名：国際連合大
学2016-2017年国際教育
交流事業　中国政府日本教
職員招へいプログラム
実施期間：2017年5月16
日（火）～23日（火）
参加人数：25名
訪問地：北京市・安徽省・上
海市

挑
戦
者
た
ち
の

暑
い
熱
い
東
京
の
夏

毎
年
11
月
に
選
抜
形
式
で
行
な
っ
て

い
る
全
日
本
高
校
模
擬
国
連
大
会＊

や
そ

入
門
型
大
会
、満
員
御
礼
で
初
開
催
！ 

8
月
7
日
︑
8
日
の
2
日
間
︑
全
国
高
校
教
育
模
擬
国
連
大
会
の
記
念
す
べ
き
第
1
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
︒
こ
の
大
会
は
︑

模
擬
国
連
活
動
の
教
育
的
価
値
を
更
に
高
校
生
に
広
め
た
い
と
い
う
趣
旨
の
も
と
︑
日
本
語
に
よ
る
入
門
型
の
大
会
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
︒

模
擬
国
連
推
進
部
　
青
木 

文

大ホールで進行する会議風景（国立
オリンピック青少年記念センター）

第
1
回
全
国
高
校
教
育
模
擬
国
連
大
会

DATA

主催：ACCU、全国中高教育模擬国
連研究会（全模研）
実施期間：8月7日（月）～8日（火）
開催場所：国立オリンピック青少年
記念センター
参加者：全国68校から高校生398
名、中学生（トライアル）73名、引率教
員約70名、見学者約100名

の
他
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
会
議
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
英
語
に
よ
る
も
の

で
、
初
め
て
取
り
組
む
高
校
生
に
と
っ

て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
声
も
あ

り
、
少
し
で
も
初
心
者
が
取
り
か
か
り

や
す
い
よ
う
、
今
大
会
は
議
長
の
定
型

句
以
外
は
全
て
の
会
議
部
分
を
日
本
語

で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
模
擬
国
連
の
ル
ー
ル
の
紹

介
動
画
を
作
成
し
て
流
す
な
ど
の
工
夫

も
凝
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
初
参
加
の
生
徒
た
ち
も
皆
、
途
中

で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
最
後
ま
で
必

死
に
議
論
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
議
題
は
「
核
軍
縮
」。
緊
張

感
を
漂
わ
せ
る
各
国
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
る
昨
今
で
あ
り
、
ま
た
8
月
と
い
う
、

一
年
で
最
も
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
思

い
巡
ら
す
時
期
に
適
っ
た
議
題
と
な
り

ま
し
た
。
4
つ
の
議
場
に
約
60
か
国
ず

つ
の
大
使
た
ち
が
割
り
振
ら
れ
、
事
前

に
調
べ
た
担
当
国
の
立
場
や
諸
外
国
と

の
関
係
性
を
吟
味
し
な
が
ら
、
グ
ル
ー

プ
作
り
や
交
渉
を
行
い
、
決
議
案
を
ま

と
め
て
い
き
ま
し
た
。
会
議
中
は
、
専

門
用
語
が
飛
び
交
い
、
入
門
型
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
高
校
生
の
実
力
の
高
さ

に
眼
を
見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。

高
校
生
の
高
校
生
に
よ
る

高
校
生
の
た
め
の
大
会

本
大
会
は
、
実
行
委
員
も
高
校
生
で

構
成
さ
れ
、
日
本
各
地
に
散
ら
ば
る
44

名
の
高
校
生
実
行
委
員
と
顧
問
教
員
が

大
会
直
前
ま
で
メ
ー
ル
な
ど
を
駆
使
し

て
準
備
を
進
め
、
大
会
前
日
に
よ
う
や

く
初
め
て
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
と
い

う
、
一
歩
先
を
行
く
働
き
方
を
実
践
し

た
と
い
う
の
も
特
徴
的
で
し
た
。
事
前

の
広
報
活
動
や
当
日
の
受
付
対
応
、
ま

た
各
議
場
に
お
け
る
議
長
や
会
議
監
督

も
全
て
高
校
生
が
行
い
ま
し
た
が
、
一

致
団
結
し
て
作
業
を
す
る
姿
や
、
参
加

1
2
0
人
を
超
え
る
議
場
を
堂
々
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
真
剣
な
眼
差
し
を

見
る
と
、
彼
ら
の
こ
れ
か
ら
の
可
能
性

に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

参
加
し
た
高
校
生
の
話
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
初
め
て
で
戸
惑
う
場
面
は
あ
り

な
が
ら
も
、
他
の
大
使
ら
と
交
渉
を
し

な
が
ら
関
係
性
を
深
め
て
い
く
醍
醐
味

を
味
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
こ
の

大
会
で
経
験
を
積
ん
だ
高
校
生
が
、
今

後
開
催
さ
れ
る
全
日
本
高
校
模
擬
国
連

大
会
に
も
挑
戦
を
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

＊本年は11月11日（土）、12日（日）に国連大学にて第11回大会を開催予定
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維持会員としてはもちろん、毎年のチャリティーコン
サート開催によりACCUの識字教育事業をご支援くだ
さっている凸版印刷株式会社様を訪問しました。近代日
本の繁栄を支えた教育も印刷の力で支えられていたとい
うお話もあり、多方面にわたる多彩な社会貢献活動の中
から印刷博物館（東京都文京区水道1-3-3）についてご紹介
いただきました。

印刷の過去、現在、未来を
わかりやすく伝える「印刷博
物館」は、1900年の創業以来、
常に情報・文化の担い手とし
てその事業を進めてこられた
凸版印刷の 100周年記念事業
として2000年に創設されまし
た。印刷の役割と意義を広く
公開し、その広がりと可能性
を提案し、印刷表現技術の重

要性を次世代に伝承すること、印刷文化学を確立するこ
とを目指されています。
本展示場のほか、活版印刷体験ができる「印刷工房」、
3台のプロジェクタからカーブスクリーンに投影される
VRシアターなどが備えられ、2016年 9月には開館から
の入場者数が50万人を超えたとのことです。
この印刷博物館で、2017年 10月 21日（土）より「キ
ンダーブックの90年−童画と童謡でたどる子どもたち
の世界−」展が開催されます。キンダーブックは、凸版
印刷の関係会社である株式会社フレーベル館が出版する
幼児用絵雑誌で、明治期以後発展していった幼稚園の現
場において、幼児教育を支える教材として大きな役割を
果たしてこられました。このキンダーブックの変遷を通
じてその時代の世相を読み解くという企画展で、図書開
発事業を行ってきたACCUとしてもぜひ応援したい展
示会です。どうぞ会場に足をお運びください。
（総務部　土井 みどり）

高校模擬国連国際大会派遣

詳細…402号P9
①5月9日（火）〜15日（月）　②ACCU、グローバ
ル・クラスルーム日本委員会　③米国ニューヨー
ク国連本会議場およびグランドハイアットNY　
④世界30都市から約1600名

ASP Univnet 第1回運営委員会

ユネスコスクール加盟校ならびに検討校を支援する
大学のネットワーク（ユネスコスクール支援大学間ネッ
トワーク）の第1回連絡会議の議題について協議。
①5月12日（金）　②ACCU　③日本出版会館　④10名

中国政府日本教職員招へいプログラム

詳細…P8
①5月16日（火）〜23日（火）　②国際連合大学、中
国教育部、ACCU　③中国（北京市、安徽省、上海
市）　④25名

平成29年度日本／ユネスコ 
パートナーシップ事業推進委員会

平成29年度のユネスコスクール等支援事業（文
部科学省委託）について、外部有識者からなる
事業推進委員と委託元文部科学省職員とで確
認、打合せを実施。
①5月27日（土）　②ACCU　③日本出版会館　④13名

ASPUnivNet　第1回連絡会議

昨年度の活動の評価と今年度の取組みについ
て協議。

①6月4日（日）　②ACCU　③日本出版会館　④
38名

日本／ブラジルASPnet 教育交流プログラム

詳細…P6
①6月12日（月）〜14日（水）　②ブラジルユネス
コスクールネットワーク、ACCU（協力）③文部科
学省、杉並区区立西田小学校、ふじ幼稚園ほか   
④訪日団46名

◆高校模擬国連　派遣報告会

5月に米国で開催された「高校模擬国連国際大
会」に日本代表団として参加した6校12名の高校
生による報告会。
①6月24日（土）　②グローバル・クラスルーム日
本委員会、ACCU　③日本出版会館　④約100名

韓国政府日本教職員招へいプログラム

詳細…P8
①7月12日（火）〜17日（月）　②国際連合大学、韓
国ユネスコ国内委員会、ACCU　③韓国（ソウル、
忠清北道、大邱広域市、仁川）　④49名

SMILE Asia プロジェクト現地視察

詳細…P7
①6月19日（日）〜24日（土）　②ACCU　③カンボ
ジア王国（プノンペン、コンポンスプー州）　④2名

ESD重点校形成事業 
～輝け！サステイナブルスクール～

サステイナブルスクール24校の関係者を対象に、

「持続可能な学校文化」についての理解を深め
る研修会を実施。
①7月23日（日）　②文部科学省、ACCU　③日本
出版会館　④約60名

インドネシア訪日研修団受入

詳細…P10
①7月25日（火）　②ACCU（後援：ESD活動支援セ
ンター）　③日本出版会館　④訪日団21名、その
他参加者14名

第1回全国高校教育模擬国連大会

詳細…P9
①8月7日（月）〜8日（火）　②全国中高模擬国連
研究会（全模研）、ACCU　③国立オリンピック記
念青少年総合センター（代々木）　④参加者、見
学者計約700名

第2回日タイ高校生科学技術交流プログラム
（日本・アジア青少年サイエンス交流事業　
さくらサイエンスプラン）

① 8月25日（金）〜9月1日（金）　②ACCU（JST支援）　
③名古屋市、東京都、つくば市  ④訪日団16名

奈良　世界遺産教室

奈良県内の高校生に、文化遺産保護の重要性
を楽しく学んでもらう出前授業。
i. ①5月30日（火）　③奈良市立一条高校　④40
名
ii. ①6月13日（火）　③奈良県立朱雀高校　④37
名

①実施期間　②主催、共催団体名　③開催場所　④参加国、参加者数活動メモ　2017年5月～8月

＊	 Community Learning Centre（CLC）日本の公民館に近い存在。学校とは別の、地域の誰もが参加できる「学び」の場

「Chop-Chop!」これは何語で、何を意味しているのでしょ
うか？
正解は、シングリッシュ（シンガポール・イングリッ
シュ )で、「急いで、早く !」。7月に韓国で開催された「17th 
Asia-Pacific Training Workshop on EIU

＊1

」での、いちば
んの流行語でした。
ACCUとは長く協力関係にある「APCEIU

＊2

」が主催した
このワークショップには、実に21カ国から28名の参加者
が集い、筆者も日本からの参加者として多くを学びました。
9日間にわたるワークショップのある夜、それぞれの国や
地域の文化を紹介しあう「Cultural Night」が催されまし
た。皆が民族衣装に身を包む中、シンガポールからの参加

者が「シンガポールには色々な文化があるけれども、これ
といった衣装もなく、何を紹介すればいいのか迷った」と
話してくれました。そんな彼女たちが選んだ題材が「シン
グリッシュ」。本人たちの心配をよそに場は大いに盛り上が
り、とくに使い勝手のいい「Chop-Chop」は皆が使う流行
語となりました。
ちなみに筆者は浴衣姿で、手作りの「花ふきん」と「水
引」を紹介しました。花ふきんのうち一枚は、フィジーか
らの参加者の奥様へのプレゼントとして南へと旅立ってい
きました。

アジア
東奔西走

第13回
ユネスコ・アジア文化センター 人物交流部

高松 彩乃

Letʼs say “Chop-Chop!”

7月 25日（火）、インドネシアよりノンフォーマル教育、中
でもコミュニティ学習センター

＊

を中心に活動されている21名
がACCUを訪問されました。行政担当者や教員に加えて料理、
ファッション、車両関係等生活に身近なノンフォーマル教育の
様々な分野で教育省の表彰を受けた方が含まれた多彩な顔ぶれ
で、日本の公民館との交流を目的に来日されました。
午前中はACCU職員と現在の活動を共有し合い、午後は「イ
ンドネシア／日本　学びの交流カフェ」と題して一般の方も参
加するイベントを開催しました。
イベントの前半は、シニアアドバイザー柴尾智子を語り部と
してACCUのノンフォーマル教育支援活動を知る時間。1993
年制作の識字教材「ミナの笑顔」ほか、支援先の人々の笑顔を想
像しながら、教材を一つ一つ作っていた過程は、現在のACCU
の活動の礎であることが紹介されました。
後半「コミュニティの中の学び」では、参加者同士が積極的に
意見交換。インドネシアでは、ノンフォーマル教育分野の予算
が手薄な中でも教員の待遇改善の傾向があること、自己啓発を
促す内容で全国的に活発な教育活動を行っていることなど、対

話した職員は強い印象をもったようです。参加者から「学び」
は子どもたちのためだけではなくみんなのためにあると声があ
がり、学び続ける思いを共有できた貴重な機会でした。
（教育協力部　篠田 真穂）
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＊1		EIU : Education for International Understanding 第17回国際理解教育のためのワークショップ
＊2		APCEIU : Asia-Pacific Centre of Education for International Understanding 韓国にあるUNESCOのカテゴリー2センター


